
令和 7 年度 第 1 回 物見山スワンの家 運営推進会議議事録 

日時 令和 7 年 4 月 18 日 金曜日 14：00~14：30 

場所 物見山スワンの家 会議室 

出席者 住民代表           物見山 3丁目町内会 山崎様 帆苅様 

利用者ご家族代表       欠席 

地域包括支援センター     柬理様 

グループホーム空港西様    若槻様 

スワン・パートナーズ 管理部 藤島 

施設職員           所長 宮村（司会） 計画作成担当 今井  

 

① 出席者の紹介 

② 事業活動報告 

◎入居者状況 

（介護度の内訳）４月１８日現在 

要介護１…5 名  要介護 2…4 名  要介護 3…4 名 要介護 4…3 名 要介護５…1 名  

計 17 名 女性 17 名        

平均要介護度…2.5（昨年 2.5） 

平均年齢…86.9 歳（昨年 88 歳） 

   ３月３１日入居者様にコロナ感染が確認され、最終的に職員４名入居者様４名感染が確認されま

した。２名の方が入院治療されましたが、２名とも退院されグループホームに戻られました。 

ADL が元に戻るよう体操やレクリエーションなど生活リハビリを行っていきたいと思います。 

コロナ感染発生に伴い、４月１６日に感染症対策会議を実施、反省会を行いました。 

◎事故・ヒヤリハット（2－３月） 

  内容 その後の対応 

2

月 

事故 7 件 

 

 

 

① 転倒  ３件 

怪我なし 

トイレ内２件、居室内１件 

歩行不安定につき付き添い見守りが

必要だった 

② 薬剤 １件 

床に落ちていた 

③ その他 お茶をこぼしたなど 

① トイレ内付き添い、見守りを行う

こととなる。居室内は巡回を増や

し歩行器の使用を進める。 

② 薬杯を使用、本人に拒否もあり、

きちんと飲み込みを確認する 

③ ぬるめのお茶対応、ご本人の様子

やお茶の場所を確認。 

２

月 

ヒヤリハット 

１件 

トイレ後転倒しそうになる 付き添いで対応 

3

月 

事故 6 件 ① 転倒６件 

居間３件 

同じ方が２件独歩の方がふらついて

① 居間、トイレでは歩行不安定の方

には付き添いを行うこととする

が、急に立って歩きだされるため



転倒１回は頭部を打ち受診し異常な

し。 

歩行器の方朝から歩行不安定で立ち

上がってから歩き出そうとして転倒 

けがなし 

居室内２件 一人で移動中転倒 

     布団を直そうとして転倒 

トイレ内で転倒 

椅子に鈴をつけて立ち上がりに

すぐ反応できるようにする。 

居室内の転倒では、常時付き添い

はできないため環境整備を行う。

今回は布団が落ちないように工

夫。 

3

月 

ヒヤリハット

２件 

① 食事中ティッシュペーパーを食

べようとされた 

② 来客時ユニット外に出て戻って

こられる 

① 必要以外のティッシュペーパー

はテーブルに置かない 

② ユニット出入口か必ず閉め、セン

サーは持ち歩く 

 

◎活動報告 （別紙活動報告参照して下さい） 

３月 ひな祭り会 

４月 お花見（２階はコロナのため中止） 

令和７年度行事計画 別紙 

◎職員研修 

３月  （内部研修）認知症ケア研修  虐待防止研修 

４月  （内部研修）感染症個人防護衣の使用方法について 

     

③ 身体拘束適正化委員会 

現在身体拘束は行っておりません。 

夜間の 2 階ユニットの施錠は必要のため継続し、毎月施錠が必要な状況であるか確認をしています。 

 

④苦情報告 

  なし 

 

④ その他出席者からのご意見 

・事故報告の再発防止策の見直しはどうしているのか？…当日または翌日に対応策を検討し、月に１回

行われるユニット部会にて事故の対応策が適切か見直しが必要かを話し合っている。 

・昨年も地域の茶の間などに職員の派遣をしてもらった。今後もお願いしたい。 

・事故報告について、転倒が多いのは季節的なものか？…同じ方が転倒することが多かったため転倒の

事故が多かった。一人で歩かれる方がほとんどのため付き添いには限度があるが、環境整備などでなる

べく転倒をなくしたい。 

・感染症はテレビでやらなくなったため流行がわかりにくいが、高齢者施設で一度流行すると大変なこ

とになる。コロナ感染は、高齢者は軽視できないので今後も注意していきたいと思います。 

以上 


